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今日、今までの自分は、これまでの自分が望んだ自分

スタートダッシュで、いきなり走りだすのは愚の骨頂
まず敵（傾向）を知り、だ。傾向とは、過去問だ
試験に出ないところを優先的に勉強するつもりなのか

過去問をチェックしろ
試しに解いてみれば、敵の水準と自分の実力の差を把握できる
でも、時間がない。だから、チェックで良い

敵の狙い目を理解したら、テキストや問題集の目次をチェックだ
常に全体と自分が今どこを勉強しているかを把握した上で
日々のチャレンジに取り組むのだ

試験は、過去の頻出問題を知っているか、且つ
その対策をきっちりやってきているか、を問うものだ
スタートラインに立つ資格があるかどうかが問われるのだ

出題者の意図は、見え見えだ
この範囲で、あれとこれとそれを、目いっぱい覚えて来い
と言っているのだ。覚えて臨めば良い。見返してやれ

試験問題は、ほとんどが過去問の焼き直しだ。そう、ほとんどだ
つくる側の心理・得意分野・時間・費用等を考えれば自明の理だ
何千人もの答案を採点する者の負担も考慮してみろ

満点は必要ない。６０点～７０点で合格するようになっている
試験にでるところを確実にマスターせよ
マスターするということは、うろ覚えではない
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